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Abstract 
  Vice admiral Arichi Shinanojō (有地品之允) retired from the Imperial Japanese Navy in 1895 and 
became a baron in 1896. His 35 letters reprinted here were addressed to 15 persons, including Enomoto 
Takeaki (榎本武揚), Oki Morikata (沖守固), Ito Hirobumi (伊藤博文), Tsuji Shinji (辻新次), Nomura 
Yasushi (野村靖 ), Shinagawa Yajirou (品川弥二郎 ), Terauchi Masatake (寺内正毅 ), Yamane 
Masatsugu (山根正次), Nagaoka Gaishi (長岡外史), Saito Makoto (斎藤実), Tokutomi Sohō (徳富蘇
峰) and Sakatani Yoshirou (阪谷芳郎). These missives mainly show the relationship between the navy 
and the House of Peers, the organizing process of the Imperial Marine Association, and fundraising 
campaign for the Imperial Voluntary Fleet.   
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姓役となる。戊辰の役父と倶に奥州各地に戦つて功あり、明治二年始めて近衛兵の組織せられるや大隊軍監に挙げられ、 翌三年欧洲に遊び軍事を視察して帰る。四年陸軍少佐 任官したが、七年海軍に転じ累進中将に昇り、二十七八年戦役には呉鎮守府司令長官、常備艦隊司令長官として勲功を樹 男爵を授けられた。三十年予備役となり、のち枢密顧問官に親任さる。平生、海軍思想の普及振作 力を致し 海事協会を起してこれが理事長となつて大いに活躍した。 大正八年一月十七日歿、年七十七。
右の文章は、 皇紀を西暦に改めた以外は、 一九三七年に 『新撰大人名辞典』として刊行された初版のままである。 「海軍思想」とあるのは誤植で、正しくは「海事思想」であろうし、予備役編入の年が誤って明治「三十年」と記されているが、正しくは明治「二十八年」である。経歴から見て、海軍大将に昇進することが期待されたが 下関講和条約発効後の台湾占領作戦中に発生した事件の責任を問われて、常備艦隊司令長官の職を解かれ、一八九五年十二月十九日、予備役に編入された。同年十月二十日、講和後の平時において、指揮下にあった通報艦八重山が、イギリス汽船テールス号を台湾の領海外で臨検したことの責任を問われた結果である。 海軍中将の現役定限年令（定年）が六十二歳であるのに対して 早期に五十二歳で予備役編入したことが、有地の後半生を形作ることになっ 死去の前々年、 一九一七年に枢密顧問官 任命された時の報道 その事情を窺うことができる
(
2)。
今回の有地男の任命に対しては海軍側の元老達も大に斡旋したりと云ふ。而して之を山県公及び寺内首相に口切りたるが井上元帥な 。井上元帥其他、 曾て有地男と共に日清戦争 際まで我海軍の枢要任務にありし連中は、 有地男のみが大過とも称し難きテールス号事件の為に予備役となり、大将級に昇る能はざりしを遺憾とし、何等かの機会に親任官に推挙したしとの念近来殊に熾烈なりしが、 其結果竟に井上元帥の口より山県公に男を推薦することゝな 、 今回の任命を見 に至りたる次第なりと。









されたものであるが、今回、原史料と照合し、読みを訂正した。第一に、三行目の「山県大臣」は「山県大将」となっていたが 沖守固宛「１． 」の六行目「宮内大臣」の「臣」と同じ字形であり、斎藤実宛「４． 」四行目「将来」の「将」とは別であることから「山県大臣」とした。一八九三年一月現在、 山県有朋は第二次伊藤博文内閣に司法大臣として在 中であった。第二に、五行目 御都合可然刻奉願候」の 刻」は『伊 博文関係文書』では解読できず
□
」で置き換えられていたが、同じ字体が今回翻
刻した範囲では、斎藤実宛 ２． 」二行目に「命令書之有無 び時刻等」の「刻」として、また、徳富蘇峰宛「１． 五行目「御都合宜敷刻、幸倶楽部に於て拝話相願度」の「刻」として存在してい 。 脈的 は「 」であると推測され、字形的には 林英夫監修『古文書字叢』 （柏書房、一九九〇年）の「刻」の項に掲載されている用例「即刻 の 刻」と一致したため、読みを た。なお この書翰は、末尾に「品之允 と署名した次行に名宛人の記入、 例えば 「伊藤総理大臣閣下 等を欠いている。伊藤と有地の関係がほぼ対等に近いものを感じ せ 。
榎本武揚宛「１． 」 。品川弥二郎が死去したのは、一九〇〇年二月二十六








発信の斎藤実宛「２． 」 「３． 」では「下弐番町六十番地」 。 「神田淡路町二丁目七番地」は、この榎本宛 １ を初出とし、徳富蘇峰宛「２． 」の一九一三年五月十七日を最終例とする。以後、一九一五年十一月一日の寺正毅宛「２． 」以降「四谷大番町八五」と変わる。当書翰の発信は、一八九六年、 八九七年、一八九八年、一八九九年のいずれか 三月三であろう。文中の「品川氏等之発起に係る事業」は確定できないが、榎本武揚が所管する分野で品川が新しい企画を起していると読み取れる。 榎本が農商務大臣に在任したのは、 一八九四年 月二十二日から一八九七年三月二十九日までであ 。退任直後に投じた礼状と解 こ もできるが、前年三月の可能性も排除できない。新聞検索から推察すると、 「大日本農会」あるいは「膣業協会」関連が可能性として挙げられる。
沖守固宛「１． 」 「２． 」 。沖は帝国議会創立時の一八九〇年に貴族院勅撰











斎藤が参謀として司令長官の隷下にある状況を示す。 帝国議会議員などを海軍の見学に招く内容である。 十二月十四日にこのような行事が行なわれた記事を探すと、 一八九〇年であることが確認できた。 樺山資紀海軍大臣、有地品之允海軍参謀部長、井上良馨常備艦隊司令長官、斎藤実常備艦隊参謀の時代である。東京朝日新聞一八九〇年 六 一面「議員の軍艦巡覧」は、つぎのように報じている。
衆議院議員諸氏は一昨十四日午前九時より樺山海軍大臣の招待に応じ品海に碇泊中なる常備艦隊旗艦高千穂、扶桑、葛城等の諸艦を巡覧せしに付、有栖川大将宮、同威仁親王の両殿下を始め、樺山大臣も軍艦へ出張して艦隊操練、 大砲射撃、 水雷発射等をなして各議員に示し、終て高千穂 於て立食を饗し、 樺山大臣は将来我邦の海軍を隆盛ならしめ各国到る処の港湾に日章旗の軍艦を見ざるなきに至らしむるは、一に諸君と余輩の任なりとの簡単なる演説をなし、 末松謙澄氏議員総代として同日の待遇を謝したり。





議員の在任期間を確認すると、 「小野男」は日御崎神社宮司の経歴をもつ小野尊光 （一九〇一年六月～一九一一年七月） 、 「千田男爵」 は千田貞暁 （一九〇四年七月～ 八 四 ） 、
｢野田
｣は野田豁通（一九〇四年七月～












船として獲得し、その用途が話題になってい 一九〇五年の書翰である。当初、有地ら帝国海事協会幹部は 戦利船の払下げ より義勇艦隊を組織する可能性を志向していたことを窺わせる。こ 試みは実現しなかった。以後、帝国義勇艦隊を募金に基づき新たに建造すること な 文面に名前が見え ロシア帝国義勇艦隊所属の仮装巡洋艦「アラガラー」は、同年六月、 「姉川」と改名して「帝国軍艦」に編入され呉鎮守府所属と った
(
6)。











































る。辻は、一八九六年一月以来 貴族院勅撰議員であ た。こ 時点での海軍大臣は、一九〇七年に男爵となっていた斎藤実である。背景については、内藤一成著『貴族院と立憲政治』 （思文閣出版、二〇〇五年）に詳しい分析がある。
寺内正毅宛の二通は、 有地との間に古くからの親交があることを窺わせ
る。 「１． 」は刀の銘に寺内の祖先と推察される人物を見出したことについての問い合わせであ 「２． 」は、一九一五年十一月三日に死去す 貴族院勅撰議員、 馬屋原二郎について、 他界の二 前に、 授爵の可能性を考え、根回しをして る様子を示す この努力は実らなかった。
徳富蘇峰宛の三通は、一九一三年五月に出された一連の書翰である。徳
富は一九一一年八月以降、貴族院勅撰議員であ 貴族院議員とし 有地と徳富の接触を示す 海事に関係 る論題 論点を有地が徳富に提示し、説明している姿が窺われる。 に「不可思議 「議」を「儀」とている箇所があったのでママを付した。
長岡外史宛「１． 」は、帝国海事協会が義勇艦隊建設募金を開始するた








野村宛「２． 」 「３． 」 「４． 」 「５． 」は、日常的な交遊があること、ある
いは、郷里山口県や旧主毛利家にかかわり と野村の関係が存在していることを窺わせる。 「４． 」 出てくる「杉子」とは杉孫七郎（子爵、枢密顧問官）であろう。これらは、野村 死去は一九〇九年一月なので、それまでのいずれかの年に投じられたこと なる。
山根正次宛「１． 」 。山根は、山口県萩出身の医学者で、一九〇二年以降





























































































































































































































































































































































































































































































































































































［前切れ］終りに臨み尚ほ前段に申残したことを茲に略述して、 此談話の局を結ぶと致さう。其れは何であるかと云ふに、 船舶に載貨喫水標検定の法を設くる一事である、海事先進国に在つては夙 此法が定められてあるが、近時露国に於てすら、右の法を設け、浦塩斯徳 入港せんとするもの して、右検定標の付記せられてない船舶 は、入港を許されぬと云ふこと 成つてゐる、然るに我国では、 今日尚ほ該法の制定されてないのは一大欠点と申さねば成らぬのである。載貨喫水標と云ふのは、船腹の外側に標記を付して、此船は是れ以上喫水を深くすることを許さぬぞ、と指示する法である 云ふまでもなく船舶は夫々其大小軽重 よつて 喫水の程度が違ふから、若 喫水が其船相応程度を超えて深きに過ぐ やうの があつて 忽ち復原力にも関係を及ぼすから、勢ひ航海 安全を保てないことゝな 然るに此標記 船に付してないと、喫水の定限 も何にも頓着せず、何程 ても積載 得られる丈船一パイ貨物を積 して海上を航走するやうの弊 あつ 、 危険千万な次第である、で、斯様な弊に陥ること 予防し 航海 安全を保つ為め、造船学上より算出して 此船 は是れ以上の貨物積載は危険であるぞ と教示するもの是れが即ち載貨喫水標である、 英国 どで チヤンと 律以て定めてあるが、我国でも航海上の信用を増進せんとせば、是非に此法律を制定し、一日も早く実施するの必要があ 信ず のである。 （了）





















































































































































































一二一〇～一二 二頁、第十篇「管船」第七章「海事団体」第一節「日本海員掖済会」 ・第 節「帝国水難救済会」 ・第三節「帝国海事協会」 。
（
11）東京朝日新聞一九〇 年十月十二日一面「故品川子の紀念会」 。
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